


















































































図1 El査地域 図2 伝達講習会で測定方法を確認する参加者
表1 被験者の内訳



















































































6歳 96.0±11.0 106.6±16.0 3件
7歳 124.2±17.2 118.2±16.2 3件
8歳 130.0±16.7 129.1±17.6 ms
9歳 140.3±18.2 138.7±18.0 *
10歳 147.1±16.4 147.6±19.5 ms
l1歳 147.0±19.8 155.2±19.9 3件
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図3 身長あたりの立ち幅とびの比較 (女子)
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図4 身長あたりの立ち幅とびの比較 (男子)
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考察
本研究はカンボジア児童の体格及び体格と体
力発揮 (瞬発力)との関連を日本の同世代と比
較することで､その特徴を見出すことがE]的で
あった｡
体格について､カンボジア児童の身長､体重
は共に日本の同世代と比べると低く､これらの
面では忌まれていないと言える｡カンボジア児
童の発育状況は日本と比べて2カ年分程の遅れ
があるようであった｡
本研究では測定した体力テスト項E]の内､瞬
発力要素を反映する立ち幅とびを分析の対象と
した｡男女共に7歳～10歳においてカンボジア
が日本と比べて有意に高い､または両者に有意
差が露められなかった｡武藤ら7)は､当該国シェ
ム7)アップ州の調査から､当地の青少年はE]本
の同世代と比べて体格が小さく､体力は低いと
した上で､これらは体格が小さいことが大きく
影響していると指摘している｡このことは体格
を考慮した比較の重要を示唆していると思われ
る｡そこで､身長あたりの瞬発力の発揮を調査
するために､図3､図4から得られた回帰直線
(女子:カンボジアy-1.7824Ⅹ-89.853,日本y-1.53
Ⅹ-68.396,男子:カンボジアy-2.0955Ⅹ-120.26,日
本y-1.7705Ⅹ-90.346)から両国の同身長 (男女
共に130cmとした)での飛躍距離を推定する
ことを試みた｡その結果､女子はカンボジア
(約141.9cm)､日本(約130.5cm)､男子はカンボ
ジア(約152.2cm)､日本(約139.8cm)であり､仮
に身長が同じ (130cm)であればカンボジア児
童はE]本の児童と比べて10cn)以上飛腰距離が勝
ることとなる｡すなわち､日本の児童はカンボ
ジアの児童と比べて体格の発育は好ましいが､
瞬発力の発揮は上手になされていないことが考
えられる｡
上地ら1qはE]本の小学生 (419名)を対象と
した調査から､｢体育の時間｣のような体系立
てられたカリキュラムでの身体活動が体力向上
に有効であったことを報告している｡さらに､
文部科学省8)は運動部やスッボーックラブへ所
属している児童は所属していない児童と比べて
体力テストの成鮭が良かったことを報告してい
る｡
本研究の調査地域または調査国 (カンボジア)
では､体系立てられた ｢体育の時間｣や運動部
やスッボーックラブが少ない｡日本のこれらに
代わる､または匹敵する身体活動等が当地での
日常生活の中に存在している可能性が考えられ
る｡彼らのE]常生活等に関する調査は改めて行
う必要がある｡本研究では体格と体力発揮との
関連について､身長と立ち幅とびについてのみ
の検討を行った｡身体を移動させるような測定
項目や身体活動では体脂肪が負の要因として作
用することは既に周知である的11)｡本研究では
体粧し成の測定は行っておらず､これらを含め体
力発揮に関連する様々な要素からのより詳細な
調査 ･分析が今後の課題となる｡
カンボジアはASEAN (東南アジア諸国連合)
に最後に加盟した後発の開発途上国ではるが､
近年の経済成長は高く8)､子どもの発育 ･発達
環境が短期間のうちに変貌している｡その中で
どのように発育 ･発達を遂げているかを継続的
に測定 ･記録していくことは極めて重要なこと
と思われる｡
まとめ
本研究はカンボジア児童の体格及び体格と体
力発揮との関連をE]本の同世代と比較すること
で､その特徴を見出すことを目的とした｡対象
は当該国5州で生活する6歳～12歳の学童3730名
(女子 :1863名,男子 :1867名)であった｡調査
内容は､体格項目として身長､体重､体力テス
ト項目として6項目 (本研究では立ち幅とびの
みを採用した)を実施した｡結果は以下であっ
た｡
1)体格では､男女共に身長､体重の両測定項
目で日本がカンボジアを有意に上回った｡
2)体力テスト (立ち幅とぴ)では､男女共に
6歳､11歳､12歳､男子で日本がカンボジ
アを有意に上回り､女子の7歳､9歳､男
カンボジア児童の発育･発達 109
子の8歳ではカンボジアが日本を有意に上
回った｡その他の年齢では有意差は認めら
れなかった｡
日本の児童はカンボジアの児童と比べて体格
の発育は好ましいが､身長あたりの飛躍距離は
短 く､瞬発力の発揮は上手になされていないこ
とが考えられた｡本研究は第18回日本 ･運動ス
ポーツ科学学会 (東京)での口頭発表を加筆 ･
修正した｡
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